
令和元年度第9回

岐阜大学病院 研修医セミナー
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日時：令和元年12月2日（月）18時30分～

場所：岐阜大学病院北診療棟３階Webｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

題目：「赤十字での国際医療救援活動と総合内科での臨床」

講師：名古屋第二赤十字病院

第二総合内科部長 横江 正道 先生

日頃の研修生活のなかで、学生時代のように講義を聴く機会も少なく、基本的知

識の整理ができないまま次の科にローテートしてしまうことも多いのではないでしょ

うか？

そこで、初期研修医はもちろん後期研修医の先生もふくめて基本的知識の再確認

を目的としたセミナーを開催します。

・リンパ節腫脹の鑑別の仕方は？

・めまいの鑑別は？

・他科に依頼したいけど

高診書の書き方は？ などなど。

各専門領域の講師を招いて、1時間ほどのセミナー

ですので、多数のご参加お待ちしています。

※当日自家用車で来られる方は、岐阜大学病院
外来駐車場をご利用ください。
（駐車券を会場までお持ちくださいますよう
お願いします。）

 

 

主催 岐阜大学医学部附属病院医師育成推進センター

岐阜県医師育成・確保コンソーシアム
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E-mail :  sotsugoj@gifu-u.ac.jp

＜第9回概要＞

岐阜大学を卒業後、名古屋第二赤十字病院で初期研修を受け、その後、救急、
そして消化器内科、総合内科の道を歩んできました。日本赤十字社には5つの
国際医療救援拠点病院があり、名古屋第二赤十字病院はその１つです。海外で
起こった地震、台風、津波、感染症アウトブレイクなどに対して、日本赤十字社
は国際赤十字の一員として、活動を進めています。海外での医療活動と普段の
名古屋での診療活動の接点をもとに、研修医の先生のためになるお話ができれ
ばと思います。


